律法の理解の違い・・・神への信仰の違い。
マルコ12:29 イエスはお答えになった。「第一の掟は、これである。『イスラエルよ、聞け、わたしたちの神である主は、唯一の主である。
マルコ12:30 心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。12:32 律法学者はイエスに言った。
マルコ12:33 そして、『心を尽くし、知恵を尽くし、力を尽くして神を愛し、また隣人を自分のように愛する』ということは、どんな焼き尽くす献げ物やいけにえよりも優れています。」
マルコによる福音書で、イエス様の教えと、律法学者の理解の違いは
精神を尽くし、思いを尽くし、＜　が　＞　知恵を尽くし

と違っています。原文で確認すると。
　　　　　　から　　すべて　　　　　魂　　　あなたの　そして　から　すべて　　　　　知力　　あなたの
12：30 και　ἐξ　ὅλης　τἣς　ψυχἢς　σου　και　ἐξ　ὅλης　τἣς　διανοἱας　σου
　　　そして　から　すべて　　　知恵　　　　そして
12：33και　ἐξ　ὅλης　τἣς  συνἑσεως　και
その　　　魂　あなたの　　その　　知力　　あなたの　　　　　　　　　　　　　　その　　知恵（理解力、洞察、知性）
τἣς　ψυχἢς　σου＋τἣς　διανοἱας　σου　　＜　が　＞　τἣς  συνἑσεως
あなたは単数、そのあなたの知力と魂を尽くして＜　が　＞その知恵を尽くして、あなたが抜けているので、あなた一人でなくても善いわけです。

かなりの隔たりがあるのですが、イエスは「12:34 イエスは律法学者が適切な答えをしたのを見て、「あなたは、神の国から遠くない」と言われた。」・・・遠くないが、近くもなく、離れているという事です。
律法学者の答えの中に、律法学者自身の思いや考え、神への信仰が入って居ず、頭の中の理解や考えでしか無い、まさに神を信じる魂が抜けているので、遠くはないが離れて居ると、イエス様は答えられました。

神は頭の中で理解するものではなく、私たちの全存在で、認識し、信頼し、愛するものであると、イエス様は言われています。
